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遠州灘・熊野灘撓曲およびその周辺の変動地形に関する考察
Discussion on the tectonic landform in and around the Enshu and Kumano trough
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遠州灘・熊野灘および紀伊水道における大陸棚外縁は、単に海域と陸域の地殻構造の境界というだけでなく、地形およ
び地層に撓曲が認められ活構造である可能性が高い（鈴木,2004, 2010）。このことについては 1970～80年代に既に指摘
があった（茂木,1977,中村,1985）が、その後はとくに注目されてこなかった。中田ほか (2009)は、海域の詳細な地形標
高データを立体的に判読することにより、明瞭な撓曲地形と多数の地滑り地形を確認してこれを追認した。さらに遠州
灘においては撓曲崖の部分に、非必従的に蛇行する海底谷が存在することから、遠州灘においては地形発達的にも撓曲
が比較的新しい時期に発生し、活動を継続している可能性が高いことを指摘している。その後、遠州灘においても様々
な海底探査が進み、ここでは大陸棚外縁を構成する中新統等の古い地層には必ずしも累積的な変形を示さないこと等か
ら存在を確認できないとする報告もある。しかし外縁斜面は第四紀後期の地層の堆積面であることは明瞭に確認される
ことから、新しい時期における撓曲運動の存在は確実である。音波探査の深度不足等の問題がある。
この撓曲と地震との関係について、以下のような特徴的な現象がある。�昭和の東南海地震と南海地震の際、撓曲よ

り南側において岬の南方ほど高く跳ね上がる変形が生じた。�紀伊半島では主に南海地震において隆起が生じた。�東
南海地震の直前の掛川の水準点異常の確認地点は遠州灘撓曲の東方延長に当たる。
さらに周辺陸域の地形的特徴として以下が注目される。�遠州灘撓曲の東方延長において牧ノ原撓曲が確認され、MIS5e

の海成段丘面に比高 50m以上の変形が確認される（小池・町田,2001）。�熊野灘撓曲の西端付近に位置する熊野市鬼ヶ
城付近にかねてから地震性隆起の結果であるとされてきた海蝕地形がある。
本発表においては�～�を概説するとともに、�を検証するために LiDAR 計測を実施したため、その解析結果から熊

野市付近の地震性地殻変動の可能性について考察を加える。
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